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今年も幸嶺園に鬼（福の神の化身）がやって来ました。幸嶺園で

は、鬼に扮した利用者さんや職員が現れたとたん、「鬼は～外」と、

会場一杯に響く声と共に、投げつけられた豆に鬼は圧倒され、バ

タバタと退治されました。そこへ福の神が現れ大麻で会場の邪気

を取り払いました。その後、職員手作りのゼリー、ボーロ、梅こぶ茶

を全員で召し上がり、最後にクイズで頭の体操をしました。今年も

幸嶺園が福でいっぱいとなり悪霊払いの行事を終えました。

幸嶺園鬼伝説

毎年恒例となっている幸嶺園節分

行事には、伝説があります。一般的

に鬼というのは皆から恐れられ、また

嫌われております。しかし、幸嶺園に

来る鬼は本来、皆から愛されている

福の神なのです。季節の変わり目に

やってくる、病気や災いの化身として

福の神が鬼となりやってくるのです。

だから決して、嫌なものに豆を投げ

つけて、追い払おうとしてるわけでは

ありません。自らの病気や、災いを振

り払う福の神の化身となった鬼へ豆

をまくのです。そうして自らの病や災

いに打ち勝つと、本来の福の神とな

り、利用者さんをいつまでも病から

守ってくれるのです。このように鬼も

みんな仲間であり共生していくのが

ここ幸嶺園だといわれております。

節分とは

節分とは、雑節の１つで、各季節

の始まりの日の前日の事です。季

節の変わり目には邪気（鬼）が生

じると考えられており、それを追い

払うための悪霊ばらい行事が執り

行われています。一般的には、

「福は内、鬼は外」と声を出しなが

ら福豆（煎り大豆）を撒いて、年の

数だけもしくは１つ多く食べる厄

除けを行っています。また厄除け

の柊鰯などを飾ります。これらは、

地方や神社などで異なる事があり

ます。

幸嶺園 節分 ～元気に鬼退治～

▲特養玄関から鬼が登場
▲鬼の迫力に負けず元気に戦う利用者さん

▲玄関まで逃げた鬼を追撃

▲利用者さんからの怒涛の豆の攻撃に倒れ込む鬼たち

▲最後は鬼との大クイズ大会
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お問い合わせ

〒759-2222       山口県美祢市伊佐町伊佐字下田5656番地1
特別養護老人ホーム幸嶺園 （0837）52-4555
幸嶺園デイサービスセンター （0837）52-4551
ケアハウス幸嶺園 （0837）52-4553

編 集 後 記

3日

（金）

誕生日会

場所 特養食堂娯楽室

時間 １１：００～
12日

（日）

ひな祭り 千手観音ひな祭りで初披露

場所 特養食堂娯楽室

時間 １４：００～１５：１５
26日

（日）

Only one  day

場所 特養食堂娯楽室

時間 １４：００～１５：００
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特養・ケアハウス

見学会随時実施しております。

是非御来園下さい！！

まずは、電話にてご連絡下さい。

担当 末永

募集開始時期

平成29年3月1日～平成29年3月26日

締切

幸嶺園 千手観音 ひな祭りで初披露！

厚保小学校５、６年生、１９名の皆さんが職場体験をしまし

た。まず、施設内を見学され職員の説明を受けその後、小学

生と生活相談員の質疑応答では、「どんな人が働いています

か」「どんな思いを込めて介護をしていますか」など沢山の質

問を受け、皆さん一生懸命メモを取りうなずいておられました。

この職場体験がこれからの生活に将来の職業選択に少しで

も生かされる事を願っています。

ケアハウスの利用者さん９名が下領神社を参拝をしました。

神社では利用者さんが手を合わせ「いつまでも健康でいられ

ますように」「元気で笑いながら生活できますように」と多くの

お願いごとをされた様子。参拝後は、買い物を楽しまれ「いろ

いろ種類が合って悩むね」「これが美味しそう」と会話も弾み

一人ひとりが思い思いの品物を買われました。

▲商品を手に取られ満面の笑み

季節が冬から春へと変化していき、寒暖の差が激しい日が多くあります。体調管理に

は、十分気をつけて風邪を引かない様にしないといけません。

幸嶺園では、節分を開催し外の寒さに負けない元気のいい「鬼は外、福は内」が施設

内全体に響き渡りました。私たち職員も利用者さんの元気に負けず、いつまでも元気で

仕事に励んでいきたいと思います。 広報委員会

▲浴室の説明を熱心に聞かれます

▲施設の様々な設備を説明します

幸嶺園千手観音の由来
千本の手は観音様が無限に手を差し伸べ

る様子を表し、あらゆる方法で人々を救い

ます。又、１本の手に１つの目が刻まれて

いることに由来し、千の目はしっかり目で見

て導く意味があります。幸嶺園では、その

考えに共感しこの１年間千手観音の踊りに

取り組んで参りました。ぜひ、この機会にお

越し下さいませ。

理学療法士

崎田秀範

お一人お一人にリハビリ指導いたします


